
九州旅客鉄道株式会社平成22年度決算等に関する公告

平成 23年８月 31日 福岡県福岡市博多区博多駅前３丁目25番21号
九州旅客鉄道株式会社

代表取締役社長 唐池 恒二
１ 平成22年度の貸借対照表及び損益計算書の要旨

貸 借 対 照 表 の 要 旨
（平成23年３月31日現在） （単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 44¶029 流 動 負 債 111¶362

固 定 資 産 509¶014 固 定 負 債 152¶232

経 営 安 定 基 金 資 産 381¶554 資 本 金 等 571¶948

利 益 剰 余 金 99¶054

資 産 合 計 934¶598 負債・純資産合計 934¶598

~：１ 有形固定資産の減価償却累計額 575¶710百万円
２ １株当たりの当期純利益 8¶775円12銭

損 益 計 算 書 の 要 旨
（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）

（単位：百万円）

科 目 金 額

営 業 収 益 158¶423

営 業 費 161¶592

営 業 利 益 � 3¶169

営 業 外 収 益 13¶015

営 業 外 費 用 5¶196

経 常 利 益 4¶650

特 別 利 益 15¶273

特 別 損 失 15¶692

税 引 前 当 期 純 利 益 4¶230

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 226

法 人 税 等 調 整 額 1¶195

当 期 純 利 益 2¶808

~：営業外収益のうち、経営安定基金運用収益11¶100百万円

６ 関係会社一覧（平成23年３月31日現在）

会 社 名 出 資 額 出 資 比 率

ジェイアール九州メンテナンス株式会社 1¶051百万円 100•0％
株 式 会 社 駅 レ ン タ カ ー 九 州 117百万円 61•0％
Ｊ Ｒ 九 州 高 速 船 株 式 会 社 900百万円 100•0％
株 式 会 社 九 州 交 通 企 画 357百万円 100•0％
ジ ェ イ ア ー ル 九 州 バ ス 株 式 会 社 2¶498百万円 100•0％
九 州 鉄 道 リ ネ ン サ ー ビ ス 株 式 会 社 184百万円 90•0％
九 鉄 工 業 株 式 会 社 703百万円 37•0％
株 式 会 社 ケ イ ・ エ ス ・ ケ イ 335百万円 65•0％
九 州 電 気 シ ス テ ム 株 式 会 社 71百万円 77•3％
三 軌 建 設 株 式 会 社 226百万円 33•4％
ジ ェ イ ア ー ル 九 州 住 宅 株 式 会 社 400百万円 100•0％
ジェイアール九州コンサルタンツ株式会社 20百万円 100•0％
ジェイアール九州ビルマネジメント株式会社 2¶710百万円 100•0％
小 倉 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社 4¶248百万円 86•9％
鹿 児 島 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社 480百万円 100•0％
長 崎 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社 480百万円 100•0％
博 多 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社 3¶310百万円 100•0％
株 式 会 社 別 府 ス テ ー シ ョ ン ・ セ ン タ ー 641百万円 100•0％

鉄 道 輸 送 量 の 見 通 し 列 車 の 運 行 量

輸 送 人 員 輸 送 人 キ ロ 列 車 キ ロ

313百万人 8¶684百万人キロ 71百万キロ

~：上記の数値は、経済情勢の動向などにより変動する場合がある。
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２ 主たる事務所の所在地、ディスクロージャー担当部署及びその電話番号
\ 主たる事務所の所在地 福岡県福岡市博多区博多駅前３丁目25番21号
] ディスクロージャー担当部署 総合企画本部経営企画部
^ 電話番号 092`474`0747

３ 平成23年度の事業計画の概要
当社を取り巻く経営環境は、依然として厳しい状況が続いているが、中期経営計画の最終年度を
迎え、「上場に向けた経営基盤の確立」を目指して各種施策の一層の推進を図る。あわせて、すべて
の事業において安全を基本により一層のサービス向上に努め、九州新幹線全線開業及びＪＲ博多シ
ティ開業による効果を各事業に波及させていくなど、将来の飛躍に向け強固な経営基盤の確立を目
指す。

４ 平成22年度の事業報告の概要
当事業年度におけるわが国の経済は、政府による消費刺激策等により一時的な持ち直しの動きは
見られたものの、長引くデフレに加え、個人消費や雇用情勢の低迷など依然として厳しい状況が続
いた。さらには、高速道路料金引下げ施策等による影響も加わって、当社を取り巻く環境は厳しい
状況で推移した。このような経営環境のもと、当社は、２大プロジェクトである「九州新幹線全線
開業」と「ＪＲ博多シティ開業」の完遂に向けて、全力を挙げて取り組むとともに、ＪＲ九州グルー
プ中期経営計画「ＤＡＳＨ2011」（平成19～23年度）に掲げた「上場に向けた経営基盤の確立」を目
標に、各事業において積極的な事業展開を図り、収入の拡大と経費の削減に努めた。
この結果、当事業年度の営業収益は前期比2•6％増の1¶584億23百万円、経常利益は前期比3•9％減

の46億50百万円となった。
５ 国からの出資金及び補助金の額（平成23年度予算）

鉄道防災事業費補助金 70百万円 踏切保安設備整備費補助金 19百万円 交通施設バリアフ
リー化設備整備費補助金 759百万円 戦傷病者等無賃乗車船等負担金 12百万円
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